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令和６年１月１日に発生した能登半島地震では、石川県能登地域において甚大な被害が出ました。
これを受け中野市社会福祉協議会では、被災地にボランティアの力を届けるため４月17日から２泊
３日の「災害ボランティアバスパック」を実施しました。
派遣先は石川県能登町で、ボランティア参加者10名が能登町災害ボランティアセンターを通じて、
被災された世帯の物置や住宅内の家財道具の片付けと搬出作業のお手伝いをしました。
能登町内では被災世帯が約5,000世帯あり、山間地は土砂崩れも多くみられ、土砂の搬出や片付
け作業をされる方々がいらっしゃいました。また、平野部では津波による床下浸水等の被害も見受け
られ、今回お手伝いさせていただいたような家財の搬出や災害ゴミの片付け、運搬などがボランティ
ア活動の主な内容となっています。
中野市から能登町までは休憩を含めて片道の移動時間が約7時間かかり、遠い道のりではありま
したが、ボランティアの参加者の方からは「ボランティアバスを出していただけることは、自分で直
接現地に行くよりは負担も少なく大変ありがたいです。」「参加者同士で声を掛け合いながら作業がで
き、また機会があれば参加したい。」といった声をいただけました。
活動日数としては少ない日程ではありましたが、東日本台風被害の時に全国から駆けつけていただ
けたボランティアさんへの恩返しも兼ねて、できる限りの支援を続けていきたいです。

６
令和６年能登半島地震被災地 能登町へ令和６年能登半島地震被災地 能登町へ

災害ボランティアバスで支援災害ボランティアバスで支援
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　中野市社会福祉協議会では、この地震で被災された方々を支援するため、義援金箱を設置し
義援金を受け付けております。お預かりした義援金は、日本赤十字社長野県支部及び長野県共
同募金会へ送金し、被災地県に設置される災害義援配分委員会を通じて被災者へ配分されます。
■義援金募金箱設置場所：中野市社会福祉協議会　事務局（中野市大字西条 70-1）
　　　　　　　　　　　　中野市社会福祉協議会　豊田支所（中野市豊津 3076）
■業務時間：平日午前 8時 30 分から午後 5時 15 分（業務時間外は受け付けておりません）
　※�被災地各県へ直接送金をご希望される方は、石川県、富山県、新潟県の共同募金会及び　　
各県の日赤県支部のホームページをご覧になるか、中野市社会福祉協議会までお問合わせ　
ください。

　　�　また、中央共同募金会では災害ボランティアに対する助成事業を「災害ボランティア・
NPO活動サポート募金（ボラサポ・令和 6年能登半島地震）」として実施しています。　　

　　�　皆様からのご寄付を原資として、被災地の災害ボランティアセンター等と連携して行う、
ボランティア団体・NPO等の活動を支援しています。

　　�　赤い羽根共同募金のホームページから、クレジット決済、コンビニ決済での寄付を受け　
付けております。被災地を「支える人を支える」ための支援金「ボラサポ・令和 6年能
登半島地震」へのご理解とご協力をお願い申し上げます。

写真で見る被災地の様子

令和６年 能登半島被災者支援への
　　　　　　　　　ご協力をお願いします引き続き

～山間部の被災地域～

～津波で被災した地域～
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社協会費の主な使い道社協会費の主な使い道 総額 432万4千円
その他諸事業その他諸事業
38万6千円38万6千円

ボランティアセンターボランティアセンター
運営事業運営事業

 65万5千円 65万5千円

社会福祉大会事業　 社会福祉大会事業　 
87万6千円87万6千円

ふれあい広場事業ふれあい広場事業
100万円100万円

ボランティアボランティア
養成講座事業　　　　 養成講座事業　　　　 
5万1千円5万1千円

社協ニュース社協ニュース
ララだより費用　　　　 ララだより費用　　　　 
135万6千円135万6千円

地域福祉の活動資金（社協会費）にご協力をお願いします。地域福祉の活動資金（社協会費）にご協力をお願いします。
今月は、区長会を通じて市民の皆様から 1世帯当たり 300 円の中野市社会福祉協議会会費を頂戴す

る月とさせていただいております。
中野市社会福祉協議会の運営は、この社協会費をはじめ、市からの補助金、委託料、皆様からの寄附

金等でまかなわれております。
皆様から頂戴する社協会費は、「だれもが安心して暮らせる地域づくり」と「住民参加による地域福

祉活動」推進等のための大切な財源として、活用させていただいております。
ボランティア活動や地域活動の充実、住民同士の見守りや支え合い活動などを推進するため、皆様の

ご理解とご協力をお願いいたします。
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～ふれあいと思いやりの福祉のまちづくり～～ふれあいと思いやりの福祉のまちづくり～を開催しました。を開催しました。

月号

３月６日、社協職員が講師となり、介助する側・される側を体験しながら必要な介助とはどんなも
のかを学んでいただく、車いす体験と高齢者疑似体験の講座を開講しました。車いす体験では車いす
を押した経験はあるけれど乗った経験はない方がほとんどで、車いすから見える目線の違いやスピー
ドの感じ方、段差や坂道などの介助の仕方等を体験していただきました。普段何気なく歩いている道
も車いすに乗ってみると、数センチの段差等も車いすが引っ掛かりタイヤからは振動が伝わってくる
ことや、介助する側が次の動作を声掛けすることで介助される側も心の準備ができ、不安感の軽減に
つながることを体感されました。「母が歩けないので、これから春になり外へ連れ出そうかと思いま
した。勉強になりました。」、「バリアフリーの改善が急務（補助器具等の改善 etc を含め）公共施設、
個人住宅等、弱者を考慮した生活しやすい室内づくりを考えたい。」との感想をいただきました。高
齢者疑似体験では、加齢とともに筋力が低下し関節などが動きにくくなった状態をサポーターや重り
を使い、80歳や 90歳になった時の心身の状態を体感しながら階段の昇降、手袋やサポーターを装
着した状態で上着のボタンをはめてみる等、高齢者の生活動作を体験し、どんな介助や声がけをされ
ると安心できるのか、また介助する側は、相手のペースに合わせて介助することができたか、どんな
声を掛けたらよいのか等、二人一組となり交代しながら体験していただきました。
受講者からは「自分の父母のためにも、もう少し早く身につけたかった。」、「年を重ねていくと、

今日の体験がよくわかると思います。家族に麻痺の人がいるのでより一層配慮していきたいと思いま
した。」との感想をいただきました。体験したからこそわかるお互いの気持ち、思いやりのある優し
い介助で活躍の場を広げていただけると、とてもうれしいです。

５
「心の中のバリアも取って…」「心の中のバリアも取って…」

車いす体験と正しい介助法車いす体験と正しい介助法
・高齢者疑似体験・高齢者疑似体験

（令和６年度予算）

4月 13日土曜日、満開の桜咲く上今井駅で、サロンと育成
会合同のお花見会が初めて開催されました。　　
上今井の小林区長さんの「年寄りっきりじゃなく孫くらいの
子たちと一緒にやった方が楽しいんじゃない？」という発案で、
育成会の高橋会長さんに声掛けをされて実現しました。
当日はサロン参加者、育成会の子どもたち、民生委員などのボランティアが30名ほど集まり、ぽかぽ
か陽気の春の日差しのもと、茶話会を中心に輪投げやパズルなどをして交流を楽しまれました。
市内各地で実施されているサロンでは、何気ない会話をする中で、日頃の心配ごとや悩みごとの解決の
糸口ができることもあります。楽しみながら地域の支え合いの輪が広がるよう、中野市社会福祉協議会で
はサロン活動を応援していきます。

上今井地区のお花見会上今井地区のお花見会
～サロンが育成会とコラボ～～サロンが育成会とコラボ～

サマーチャレンジボランティアサマーチャレンジボランティア

中野市社会福祉大会中野市社会福祉大会まるっとなかのフェスまるっとなかのフェス

ララだよりララだより
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相談名 担当者 期　日 時　間 場　所

心配ごと相談 社協職員 月～金  午後1時30分～
 午後4時30分

法律相談
（予約制）

弁護士
相談員

６/17
７/１,７/16

 午後1時30分～
 午後3時30分

 福祉相談
ボランティア相談 社協職員 月～金

 午前9時00分～
 午後5時00分結婚相談

（予約制） 結婚相談員 月～日

ふれあい相談（無料）

古紙配合率 100％再生紙を使用しています
白色度 100％です

印刷：㈲高錦堂印刷所

市役所 文

信州中野駅

西条東

西条入口

農協

新保北社会就労
センター

▼▼
社協事務局 福祉ふれあい

センター

TEL26-3111

TEL 26-3111（代表） FAX 23-1662
中野市大字西条70番地1
(中野市福祉ふれあいセンター内）
E-mail：syakyo@nakanoshi.net
URL：https：//www.nakanoshi.net
　◇福祉ふれあいセンター  26-3111（代表）
　　○身障センター ○竹馬 TEL 23-1040 ○いちご学園
　◇ぴあワーク TEL 23-1100　FAX 38-0858
　◇りんごの木 TEL 22-8177　FAX 38-1185

　◇青りんご TEL 38-0023
　◇いこいの里 TEL 23-0151　FAX 38-0157
　◇ふたば  TEL 38-0966　FAX 23-1710
　◇まいさぽ中野  TEL 38-0097
◆介護保険事業局　TEL 24-0165　FAX 23-1710
　　○ケアマネ  TEL 24-0165　○ヘルパー  TEL 24-7488
　　○さ  く  ら  TEL 38-3866
◆豊田支所　TEL 24-3032　FAX 38-3878
　◇福祉ふれあいセンター永田分場  TEL・FAX 38-3770
　　○たんぽぽ

申込み・お問合せ先 ◆中野市社会福祉協議会事務局

　多様な人々が出会い、
自然と会話をしたり体験
することで、皆が暮らし
ているという理解を深め、
思いやりと笑顔でふれあ
えることを目的としたイベントの出店（展）
者を募集します。
■日　時：令和６年８月３日（土）雨天決行
　　　　　午前 10 時～午後 2時
■場　所：中野市福祉ふれあいｾﾝﾀｰ ( 予定 )
■申込締切：令和６年６月２１日（金）
■問合せ先：中野市社会福祉協議会
　　　　　　℡２６－３１１１
※詳細につきましては当協議会ホームページ
をご覧ください。

■日時：７月２日（火）、８月６日（火）　午前９時～ 11時（毎月第１火曜日）
■場所：中野市役所玄関
■提供していただきたい食品：原則、賞味期限が１カ月以上あり
　未開封の物。常温保存が可能な物。（生鮮食品、酒類は不可。）
■問合せ先：中野市社会福祉協議会 TEL26-3111

「フードドライブ」にご協力をお願いします「フードドライブ」にご協力をお願いします ご芳志ありがとう
ございます

・匿名　様
　歯ブラシ
　　100本

「まるっとなかのフェス」開催「まるっとなかのフェス」開催

　地域の皆さんが自由に集
う場です。淹れたてのコー
ヒー、音楽、お話を楽しみ
ながら、ゆっくりゆったり　
一緒に過ごしましょう♪
どなたでもお気軽にお越しください
■開催日：毎月 1回　
　6月 16 日㈰、7月 13 日㈯、8月 19 日㈪、
　9月 14 日㈯、11月 16 日㈯、12月 9日㈪、　
　令和 7年 1月 18 日㈯、3月 15 日㈯
■時間：午後 1時 30 分～ 3時 30 分
■場所：ふれあいホール　（グループホーム
　　　　青りんご 1F中野市中央 1-8-13）
■料金：100 円　※お申込みは不要です
■問合せ先：自主活動グループおとまち倶楽部　
　　　　　　　　（代表）池田　TEL26-0122

出店（展）者を募集します!!

おとまちカフェおとまちカフェ
開催のご案内開催のご案内


